
　　　　

令和7 年 1 月 17 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節イベント（七夕会/お月見会/ハロウィン/クリスマス会/ムーチー作り/豆まき/展示会）
・お誕生会
・外出活動

家族支援
・保護者面談、連絡帳や送迎時等に情報共有
・関係機関（学校等）との連携

移行支援
・保育所やこども園への移行支援
・地域とのつながりの取り組み（児童館/近隣の商業施設など）

地域支援・地域連携
・他事業所との交流会
・地域の公共施設利用（児童館/図書館/博物館など）

職員の質の向上
・毎朝のミーティングで当日の流れや気付きの情報共有
・月一職員会議を設け、全職員が同じ方向性で働けるよう努める。

支　援　内　容

・来所時の身辺処理（荷物片付け、水筒、連絡帳提出、手洗いトイレ、水分補給など）を一連な流れができるよう支援していく
・靴の着脱、靴箱へ収納（自分の名前の場所へ片付け）
・来所後すぐに検温チェック（連絡帳確認）保護者からの連絡事項を確認

・運動やダンス、ストレッチなど身体を動かす活動を取り入れ、身体の動かし方を身につけていく
・制作活動を通して、視覚・触覚・嗅覚等の感覚を活用できるようにしていく
・個別訓練にて、手先・指先の器用さを身につける

本
人
支
援

・集会、おやつ時など決まった時間の行動ができるように支援していく
・「線なぞり、数、色、物の名称」など個々のレベルに合わせたプリント学習

・一人ひとりの発達段階に応じた話し言葉や文字・イラストを用いての支援
・個々のコミュニケーション手段（指差し・身振り・サインなど）で自分の気持ちを伝えられるようにしていく

・挨拶や場面に合った言葉遣いの獲得
・SSTにてイラストを用いての支援（挨拶・物の貸し借り・交通ルールなど）
・異年齢児との関わりの中で思いやりや譲り合い、協調性や社会性を育む

支援方針
・一人ひとりに応じて運動機能や身辺自立、学習面などの課題を個別に支援していきます・
・お友達の関わりの中で「待つこと」や「思いやり」を学び集団の中での「社会性」「ルール」を身につけコミュニケーションスキルを高めます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
「元気に！」「いきいきと！」をテーマに遊びを通して精神的・身体的機能を最大限に伸ばし、将来社会的自立ができるようになることを目標とした一人ひとりの発達段階に合った内容
を考え身辺の自立、運動、認知、言葉、社会性など自立を目指した生活習慣の獲得を目指します。

事業所名
おれんじキッズ＆児童デイサービス・
アニマートうらそえ

作成日支援プログラム（児童発達支援）


